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1. 研究背景と目的 

母親は、子どもに接するときに、発話や動作などを誇張してコミュニケーションを図ろうとする。このような母親

の振る舞い方の一つである誇張した動作は対乳児動作と呼ばれ（e.g., Brand et al., 2002）、子どもの注意を引

き付けたり（Brand & Shallcross, 2008; Koterba & Iverson, 2009）、模倣行動を促進させたりする（Williamson & 

Brand, 2014）。つまり、対乳児動作は乳幼児期の学習に大きな役割を果たしていることを示している。この機能

的側面から考慮すると、母親はむやみやたらに動作を誇張しているのではなく、被教示者にとって達成可能な

課題かどうかを見極めて動作をわかりやすく変化させている可能性が考えられる。そこで本研究では、対乳児

動作の発現要因を明らかにするために以下の 3つの実験を行った。 

まず、子どもの特徴を持ち合わせた成人被教示者に対しても母親は対乳児動作のような振る舞いを行うの

かを調べるために、成人被教示者の教示内容に対する知識（実験 1）と応答性（実験 2）に焦点を当てて検証し

た。次に、子どもの課題の達成度として模倣行動の結果を母親にフィードバックし母親の動作がどう変化する

のかを検証した（実験 3）。以下にその詳細を示す。 

 

2. 研究内容 

全実験は、手指の微細な動作まで詳細に測定可能なサンプリングレートの 3 次元動作測定装置を使用した。

加えて、母親の姿勢や玩具の見え方を統制すること、そして被教示者の応答性を実験的に操作するため、ダ

ブルテレビシステム（ハーフミラー・ビデオカメラ等を用いて face to faceのインタラクションを可能にしたもの）を

用いて実施した。子どもの対象月齢は、複雑な物体操作ができるようになる 2～3 歳とし、その子どもの母親の
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動作を検討した。 

 

2-1. 「被教示者の教示内容に対する知識が母親の動作に及ぼす影響」（第 2 章：実験 1） 

これまでの研究では、成人に対する動作（対成人動作）との比較によって対乳児動作の特徴が明らかにされ

てきた。子どもの身体的特徴や知覚能力、そして経験の未熟さなどの様々な特徴が対乳児動作を誘発してい

ると考えられる。一方、発話に関する先行研究によると、母親が外国語を母語とする成人と話すときには、母親

と共通言語を話す成人と話すときに比べて、子どもに対するときのように明瞭な話し方をすることが知られてい

る（e.g., Uther et al., 2007）。この研究では、母親は相手の言語能力に合わせて話し方を変えていることを示し

ている。すなわち、子どもの特徴を成人が持ち合わせている場合にも、母親は子どもに接するような行動を振る

舞うことを示唆している。一般的に、大人や熟練者は、子どもや初心者に何かを教えるときは、わかりやすく伝

えるために工夫を行っている（Wood, Bruner, & Ross, 1976）。このことから、対乳児動作は、被教示者の年齢に

関係なく、そもそも教示内容を知らない相手に対してわかりやすく伝えるために発現している可能性が考えら

れる。そこで本実験では、被教示者の教示内容に対する知識が対乳児動作の特徴を発現させる要因であるか

を検証した。 

教示者である母親は新奇の玩具操作の実演を、遊び方を知らない自分の子ども（対子ども・未知条件）およ

び成人（対成人・未知条件）、遊び方を知っている成人（対成人・既知条件）の計 3名に対して行うよう指示され

た。解析では、先行研究と同様に母親の対乳児動作の特徴を確認するため、対子ども・未知条件と対成人・未

知条件の母親の動作を比較した。そして、被教示者の教示内容に対する知識が無いことにより対乳児動作の

特徴が発現しているかどうかを明らかにするため、対成人・未知条件と対成人・既知条件の母親の動作の比較

を行った。 

実験の結果、先行研究と一貫して対成人・未知条件に比べて対子ども・未知条件では、全体の実演時間、

物体を運ぶときの時間や手首の移動距離、手首の最大高が増加し、また、平均速度が遅くなった。さらに、こ

れまでの対乳児動作の研究では見られていない母親の手指の微細運動（物体に手を伸ばしているときの示指

と拇指の最大距離）が対子ども・未知条件で誇張していることもわかった。一方、対成人・未知条件と対成人・

既知条件間では母親の動作には差が見られなかった。これらの結果から、被教示者が成人の場合に限られる

が、被教示者の教示内容の知識の有無は、子どもの持ついくつかの特徴（身体的特徴や注意能力など）に比

べて母親の実演に影響力が弱いことが示唆された。 

 

2-2. 「被教示者の応答性が母親の動作に及ぼす影響」（第 3 章：実験 2） 

前章において、子どもに対しては母親の実演動作が誇張していたが、2 つの成人間条件では実演動作に差

がみられなかった。つまり、教示内容に対する知識ではなく、子どもの他の特徴によって対乳児動作が発現し

ている可能性がある。その特徴の中の一つとして、子どもは大人に比べて、対象に視線を移動させる反応が遅

いという応答性の低さがある（Butcher et al., 2000; Triesch et al., 2006）。そのため、母親が子どもの視線をある

物体に誘導させるとき、母親は子どもをモニターしながら注意を引き付ける行動（例：物体を振るなど）を行うこと

が報告されている（Deák et al., 2014）。これらの研究から、母親は子どもの反応に合わせて行動を調整している

ことが考えられる。そこで、本実験では遅延装置システムを用いて教示者と被教示者の相互作用場面の映像

に時間的遅延を挿入し、被教示者の応答性の低さが対乳児動作の特徴を発現させる要因であるかを調べた。 
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母親は新奇の玩具操作の実演を、遊び方を知らない自分の子ども（対子ども・ライブ条件）および 2 名の成

人被教示者（対成人・ライブ条件、対成人・遅延条件）の計 3名に対して行うよう指示された。なお、本実験で使

用した装置や手続きは第2章（実験1）と同様であった。解析では、対乳児動作の特徴を確認するため、対子ど

も・ライブ条件と対成人・ライブ条件の母親の動作を比較した。そして、被教示者の応答性の低さが母親の動

作の変調に影響を及ぼしているかを明らかにするため、対成人・ライブ条件と対成人・遅延条件の母親の動作

の比較を行った。 

実験の結果、対成人・ライブ条件に比べて、対子ども・ライブ条件では、第 2章（実験 1）と同様に手首の粗大

運動が誇張していることがわかった。一方で、対成人・ライブ条件と対成人・遅延条件間の母親の動作には差

が見られなかった。実験終了後に母親にアンケート調査をした結果、被教示者が母親と同じ操作を習得するま

でに必要な実演回数は被教示者が成人のときよりも子どものときが多いと回答した。つまり、母親は被教示者

にとって達成可能な課題かどうかを見極めて動作を随時調整している可能性が示唆された。 

 

2-3. 「被教示者の課題達成度が対乳児動作に及ぼす影響」（第 4 章：実験 3） 

第 2章（実験 1）と第 3章（実験 2）により、母親は被教示者にとって達成可能な課題かどうかを見極めて動作

を随時調整している可能性が示唆された。一方、運動制御の観点から見ると対乳児動作は冗長な動作である

ため、子どもにとって過剰な情報となり得る。子どもの効率的な学習を促すならば、子どもが教示内容を達成で

きた場合には母親は動作を簡略化したり、子どもが達成できなかった場合にはより誇張した動作を行う可能性

が考えられる。そこで実験 3 では、子どもの課題達成度として模倣できた場合とできなかった場合という外的要

因が母親の実演動作に及ぼす影響について検討した。 

母親は、複数の操作から成る玩具操作の実演を子どもに実演した後、子どもがその玩具で遊ぶ様子（模倣

テスト）を観察した。このとき、参加者の約半数の子どもに一部の

操作（物体を押し下げる操作）ができないよう細工した玩具を提

示し、子どもが操作できた様子とできなかった様子を母親に見せ

てフィードバックした。その後、母親は再び実演を行った。模倣テ

ストにおいて、細工無しの玩具を提示された子どもを「操作できる

玩具グループ」、細工された玩具を提示された子どもを「操作で

きない玩具グループ」に分類し、母親の動作を模倣テスト前後で

比較した（図 1）。 

実験の結果、両グループともに模倣テスト時に子どもが操作できた箇所に関しては、母親は時間を短縮して

実演していることが分かった。そして、操作できない玩具グループでは、子どもができなかった物体を押し下げ

る操作局面において母親は速度を増加させたり、動作の休止時間を減らしたりして実演していた。本実験から、

対乳児動作は子どもの課題達成度によって変化しており、子どもが操作できた場合は母親の動作は簡略化し

たり、子どもが操作できなかった場合には、その操作の目的に応じて動作を強調していることがわかった。 
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3. 総合考察 

本研究により、被教示者の教示内容の知識や応答性といった子どもの単一の要素は、子どもの持つ他の特

徴（身体的特徴や注意を持続させるという知覚能力など）よりは対乳児動作の発現に影響が低いことが示唆さ

れた。そして、母親の対乳児動作は子どもの課題達成度や道具操作の種類によって可変性があることを示し

た。道具操作のような学習場面では、効率的に学習する上で他者からの情報を取捨選択したり、自分の行動

を制御する実行機能が必要になることが報告されている（Nagell et al., 1993）。今後は、母親の実演動作の誇

張度と子どもの実行機能との関連などを検討することで、対乳児動作の発現メカニズムについての考察を深め

ていきたいと考えている。 

 


